
本日のお話
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1．自己紹介・コンセプト

2．現状認識

3．生ごみリサイクルの必要性

4．取組事例（北海道）

5．まとめ



５ 循環型社会の構築
（都市の生活様式の改善）

４ 廃棄物資源保全への誘導
（発生源管理と資源化）

３ 廃棄物の質的管理
（分別と適正処理）

２ 廃棄物の量的管理
（大量多様廃棄物の一括処理）

１ 都市の安全と公衆衛生
（生活インフラの整備）

目標のレベル

計画範囲の拡大

生活環境

地域環境

地球環境

廃棄物計画の目標の変遷
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高位発熱量 大
メタン発生
ポテンシャル 大

・未分別資源物の埋立
・エネルギー回収の余
地がある

不燃
ごみ

(1)可燃ごみ物性の変化（S市事業概要より）

生ごみ割合 大
含水率 大
低位発熱量 小

・焼却に適さない
・エネルギー回収効
率UPの余地がある

可燃
ごみ

課題

エネルギー回収可能な資源物のさらなる分別とエネルギー回収効率の向上が不可欠

(2)埋め立てられる不燃ごみの物性（北大H19年度調査）
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図1 可燃ごみの性状の変化（S市）

低位発熱量

含水率

生ごみ割合

K広域組合S市

高位

発熱
量

約15,000 
kJ/kg

約20,000 
kJ/kg

（プラ類の混入が原因）

メタン
発生

ポテン
シャル

25 L/kg-wet以上

（紙の混入、プラ類への
付着物が原因）

ドイツの埋
立基準

6,000 
kJ/kg以下

12 L/kg-wet
以下

表1 不燃ごみの性状
（焼却施設を有するS市とK広域組合）

従来のシステム

一般
廃棄物

（家庭・事業系）

物流 変換+

循環

Reduce + Reuse + Recycle + 適正処理

「焼却」に偏重

多様でフレキシブルな処理 ・コスト削減、エネルギー回収率増
・その一つの処理技術としてドイツで普及している
MBT（機械的・微生物的処理）の適用に着目

・選択肢の多様性 無
・ハード面のフレキシビリティ 無

（人口減によるごみ減少に対応できない）
・焼却に適さない混合ごみの焼却

（住民意識の低下につながる）

（廃棄物処理）

上流側が規定され硬直化

上流から物性に応じた分別（例：焼却に適さないごみの分別）

循環型に改善

コスト大

エネルギー
回収率低

焼却中心型の課題 15



1995 2010 2013 2020

生物分解可能な廃棄物の埋立量を削減

75%

50%

35%

生
物
分
解
可
能
な
廃
棄
物
の
埋
立
量

1995年時点の生物分解可能な
廃棄物の最終処分量を100%とする。 全廃棄物

生物分解可能な廃棄物
割合 =

直接埋立

中間処理
（埋立前処理）

Noted:

65% 削減

メタンガス発生の要因
（二酸化炭素の21倍の寄与）

EU埋立指令 (1999/31/EC) 16



R. STEGMANN (2005), Mechanical Biological Pretreatment of Municipal Solid 
Waste (MSW), Proceedings of Sardinia 2005, pp.159-160.

Respiration activity : 酸素消費量 （水質ではBOD）
Gas formation potential︓バイオガス発生ポテンシャル量（嫌気状態でのメタン発生量を評価）
TOCeluat︓溶出試験（固液＝1:10、24時間振とう）のろ液中の全有機炭素量
TOCsolid︓全有機炭素含有率
Gross calorific value︓低位発熱量

ドイツのMBT埋立基準 17


